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肝癌・非代償性肝硬変患者データベース構築にあたって、必要な項目の選定について討議すると

共に自施設の症例登録を行った。全国肝癌追跡調査の結果および肝癌登録データの解析結果をベ

ースとして、日本の肝癌に対する標準治療を推奨する趣旨で策定された肝癌診療ガイドライン

（2021 年）の内容につき、Hepatology Research 誌に報告した。 

 

A 研究目的 

日本の肝癌に対する標準治療を推奨する。 

 

B 研究方法 

全国肝癌追跡調査の結果および肝癌登録デー

タの解析結果をベースとして、日本の肝癌に対

する標準治療を推奨する肝癌診療ガイドライ

ンを策定する。エビデンスに基づく医療の方法

論に従い、一部、Grading of Recommendations 

Assessment、  Development and Evaluation 

systemに従って改訂を行った。 

 

C 研究結果 

治療アルゴリズムの骨格には大きな変更はな

いが、今回は推奨治療に必ず優先順位をつけ、

第 2位までアルゴリズムに記載した。 

 

 

Figure 1. 治療アルゴリズム 
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従来の治療アルゴリズムを補完する形で新た

に肝細胞癌薬物療法のアルゴリズムが作成さ

れた。 

 

 

 

Figure 2. 肝細胞癌薬物療法のアルゴリズム 

 

 

D 考察 

治療アルゴリズムに関し、早期肝細胞癌に対す

る切除とラジオ波焼灼療法(RFA)を比較する

ランダム化比較試験(SURF trial)の結果を踏ま

え、腫瘍数 3 個以下、腫瘍径 3cm 以内の条件

では切除と RFAが等しく推奨、と変更された。 

薬物療法については、第 4版発刊時(2017年 10

月)には 2 剤しか保険収載されていなかったが、

現時点で一次治療、二次治療でそれぞれ 3 レジ

メンずつ合計 6 レジメンが保険収載されてい

る。それをふまえ、新たに肝細胞癌薬物療法の

アルゴリズムが作成された。現在進行中の複数

の臨床試験の結果によってはさらに有効な選

択肢が増えることが予想され、今後のさらなる

改訂が期待される。 

E 結論 

日本の肝癌に対する標準治療を推奨する目的

で策定された肝癌診療ガイドラインにつき、

HepatologyResearch 誌に報告した。 

 

F 健康危険情報 

なし 
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